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　固体電解質材料の主な研究対象としては、セラミックス（結晶質無機物）、ガラス（非晶質無機物）、ポリマー（非
晶質有機物）が古くから良く知られています。一方、私は、大学に職を得てから固体電解質の分野に参入してき
た、よそ者かつ後発組ですので、既報材料の改良に取り組むよりは、よそ者ならではの発想で新しい領域を探索
しようということを考えてきました。
　私が注目している結晶性有機物ですが、従来は電解質材料にはならない物質という認識が一般的でした。しか
し、私は結晶化を利用したイオン伝導パス形成技術を構築し、有機物特有の適度な柔軟性を持ちながら、選択的
なリチウムイオン伝導性を示す結晶性有機物を得ることに成功しています。今後、結晶性有機物の構造と特性の
相関理解をさらに進め、電解質材料として高い特性を示す新物質を開発していきます。

　現行のリチウムイオン電池を凌駕する革新的蓄電池として、固体
電解質を用いた全固体電池が大きな関心を集めています。全固体電
池の開発には優れた特性を持つ固体電解質を得ることが必要です
が、そのためには固体中にイオンの通り道となる適切な構造（イオ
ン伝導パス）を構築することが重要です。このような固体中でのイ
オン拡散を扱う固体イオニクスに関する研究は、主に硫化物や酸化
物などの無機材料を対象として数十年間にわたって行われてきまし
た。これに対して、私は分子が格子中で規則的に配列した結晶性有
機物を用いてイオン伝導パスを構築することを試みています。無機
固体電解質に関する研究で蓄積されてきた知見を参考にしつつ、結
晶性有機物という固体イオニクスの未開拓領域を切り拓くことによ
り、既報の電解質材料とは一線を画す有機物の特徴を活かした新し
い固体電解質の開発を目指しています。
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